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ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
で
は
貴

重
な
体
験
が
で
き
て
と
て
も
喜

ん
で
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
し

た
。

▲利用案内板の説明

▲体操のサークルを見学▲調理実習室 ▲陶芸小屋

▲こどものお部屋▲ウクレレサークルが１曲演奏披露

ク
ル
に
つ
い
て
の
説
明
を
一
生

懸
命
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
施
設
の
説
明
も
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
の
活
動
も
児
童
た

ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮
に

映
っ
た
よ
う
で
す
。

　
見
学
中
は
、
活
動
中
の
サ
ー

ク
ル
の
人
た
ち
に
も
質
問
し
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
見
学
終
了
後
、
児
童
た
ち
か

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

笠
懸
町
内
の
各
小
学
校
の
３
年

生
た
ち
が
笠
懸
公
民
館
の
施
設

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
日
程
は
、
５
月
19
日
㈭
に
笠

北
小
、
５
月
24
日
㈫
に
笠
小
、

６
月
８
日
㈬
に
笠
西
小
の
順
で
、

ど
の
学
校
の
児
童
た
ち
も
物
め

ず
ら
し
そ
う
に
施
設
内
を
見
て

回
り
、
公
民
館
職
員
の
各
部
屋

の
紹
介
や
利
用
し
て
い
る
サ
ー

 

笠
懸
公
民
館
を
見
学

笠
北
小
・
笠
小
・
笠
西
小
の
３
年
生



（2）笠懸公民館だより

あなたも仲間に入りませんか？     　笠懸公民館：76-2211

　ここで紹介するのは、笠懸公民館を利用している団体 ･ サークルを活動の分野ごとにまとめたもの
です。詳しい活動内容や参加方法については、それぞれの代表者にお問い合わせください。代表者の
連絡先については、笠懸公民館にお問い合わせください。 
　※見学 ･ 体験について　　○ : いつでも見学 ･ 体験できます　　予約 : 事前予約が必要です

分野 サークル ･ グループ名 活動日 活動時間 見学 体験
短歌 笠懸短歌サークル 第 3 土曜日 13:30~15:30 予約 －

絵画（水彩） 彩画会 第 2･4 金曜日 13:30~16:30 ○ ○

書道

笠懸書道愛好会 毎週金曜日 13:30~15:30 ○ 予約
書道サークル 毎週水曜日 ９:30~12:00 ○ ○
書の光 毎週金曜日 ９:30~12:30 ○ ○
笠懸書道協会 不定期 - 予約 予約

写真
笠懸フォトクラブ 第 3 水曜日 19:00~22:00 － －
写学倶楽部 第 4 水曜日 13:30~15:30 ○ ○
フォト銀河 第 2 火曜日 19:30~21:30 ○ －

絵手紙 絵手紙カタクリの会 第 2･4 金曜日 14:00~16:00 ○ ○

茶道

綾の白茶道会 隔週木曜日 ９:00~12:00 ○ ○
楓 第 3 水曜日 13:00~16:00 予約 予約
やよいの会 第 2 水曜日 13:30~16:30 － －
笠懸町茶花道協会 不定期 - － ○

花道
かさかけ華道サークル 第 2 金曜日 10:00~12:00 ○ ○
花葉会 不定期 ( 月 1 回木曜日 ) 10:00~12:00 ○ ○
21 世紀花の文化研究会 第 3 水曜日（月 1 回） 10:00~12:00 ○ 予約

編み物 あみあみクラブ 隔週金曜日 13:00~16:00 ○ ○

陶芸 笠懸陶芸会 第 1 土 ･ 日曜日 ６:00~17:00 － －
陶芸愛好会 第 3･4 火曜日 ９:00~12:00 ○ ○

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 花のサークル 第 2 金曜日 19:00~22:00 予約 －
プリ花 第 4 金曜日 19:00~22:00 ○ ○

編み物 クラフトテープの会 毎週火曜日 10:00~13:00 ○ 予約
その他手工芸 咲き織りの詩かさかけ 隔週土曜日 13:30~16:30 予約 予約

コーラス
笠懸野合唱団 毎週金曜日 19:00~22:00 ○ ○
コーラスわかば 毎週金曜日 13:00~16:00 ○ ○
れもんば～む 第 2･4 水曜日 13:00~16:00 ○ ○

楽器演奏

サークル WR　（和楽器） 土曜日（月 3 回） 13:30~16:00 予約 予約
桐生 ･ みどりアコーディオンサークル 毎週火曜日 18:30~21:30 ○ ○
アンデス音楽を楽しむ会 隔週水曜日 19:00~21:00 予約 －
ウクレレサークル　ブーゲンビリア 毎週水曜日 ９:30~12:00 ○ ○
カフェ　アンサンブル ( 声楽・器楽・弦楽器）第 3 木曜日 20:00~22:00 ○ ○
みどり市民吹奏楽団 毎週金曜日 19:30~22:00 予約 予約
工謳吹奏楽団 不定期 ( 火・金・土曜日） 19:00~22:00 ○ ○
渡良瀬ちんどんハッピーパラダイス 隔週 ( 金曜日） 19:00~21:00 予約 予約
みどり土笛の会　（オカリナ） 隔週水曜日 ９:00~12:00 予約 予約

舞踊

佐昇会 不定期 10:00~12:00 ○ ○
ひなづる会 毎週金曜日 13:30~16:30 － －
舞踊の会 秋桜 隔週土曜日 ９:30~12:30 ○ ○
舞昇会 隔週金曜日 13:00~15:30 予約 予約

吟詠 心彰流吟詠会笠懸第一教室 第 1･2･3 金曜日 13:00~16:00 ○ ○
その他芸能 謡と仕舞の会 隔週木曜日 14:00~16:30 ○ ○

八木節 笠懸恩知会 毎週木曜日 20:00~22:00 ○ ○
みどり市八木節連合会 第 2・4 金曜日 19:00~21:00 ○ ○

その他郷土芸能 笠懸保存会 不定期（年 2 回） 18:00~19:00 予約 －
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分野 サークル ･ グループ名 活動日 活動時間 見学 体験

フラダンス

笠懸レイアロハフラサークル 毎週金曜日 19:30~22:00 予約 予約
カプアフラ 毎週木曜日 19:00~22:00 ○ ○

（和）プルメリア 毎週木曜日 14:00~16:00 ○ 予約
フラ ･ レイモミ 隔週水曜日 15:00~17:30 ○ ○
フラ ･ レイラニ 毎週土曜日 10:00~12:30 ○ ○

ヒップホップ
・ 

ストリート
ダンス

KPOP 毎週日曜日 14:30~15:30 ○ ○
SHAPE's 毎週木曜日 19:00~20:00 予約 予約
SHAPE's kid's 毎週木曜日 17:00~20:00 予約 予約
SHAPE' ｓ 初級クラス 毎週木曜日 17:00~17:45 予約 予約
Hip Hop 初級 毎週日曜日 15:30~17:00 ○ ○
Hip Hop 中級 毎週日曜日 13:00~14:30 ○ ○
JOKER TRIBE 不定期 19:00~22:00 予約 予約

その他ダンス 笠懸ヘルシーダンス 毎週水曜日 19:00~22:00 ○ ○
千紫万紅 不定期 15:00~17:00 ○ ○

健康体操

生命の貯蓄体操　サクラⅡ 毎週金曜日 13:00~16:00 ○ ○
生命の貯蓄体操普及会　みどり準支部 不定期 - ○ ○
生命の貯蓄体操普及会　はとぽっぽ教室 毎週水曜日 19:00~21:30 ○ ○
笠懸中央教室 毎週水曜日 13:30~16:30 ○ ○
サクラ会 毎週火曜日 13:00~15:30 予約 予約
なでしこ 毎週水曜日 13:00~16:00 ○ ○
はばたき教室 毎週水曜日 ９:00~12:00 予約 予約
ぴんころクラブ 毎週金曜日 ９:00~12:00 ○ ○
ぴんころ第２クラブ 毎週火曜日 ９:30~12:30 ○ ○

ストレッチ体操
エージレス体操 毎週水曜日 ９:45~12:00 ○ ○
ステップ 3B 体操 毎週金曜日 ９:00~12:00 ○ ○
ストレッチ＆ダンスサークルＤＭＡＲＵ 毎週火曜日 10:00~12:30 － －

エアロビクス
ミチカサークル 第 1･3 金曜日 13:30~15:00 ○ ○
リズムムーブメント 不定期（木曜日） 13:30~16:30 予約 予約
ＹＭクラブ 毎週木曜日 ９:30~11:00 ○ ○

ヨガ
～ Mayumi Allure ～ 毎週水曜日 20:30~22:00 ○ ○
ヨガサークルパンジー 毎週火曜日 ９:30~12:00 ○ ○
ヨーガサークル　リラの会 毎週水曜日 ９:00~12:00 ○ 予約

ウォーキング 美魔女ウォーキング 隔週木曜日 10:00~12:30 ○ ○

太極拳
笠懸太極拳 隔週木曜日 19:00~22:00 ○ 予約
太極拳あすなろ 毎週火曜日 13:00~15:30 ○ ○
太極拳かたくり 毎週水曜日 14:00~16:30 予約 予約

吹き矢 笠懸スポーツ吹矢クラブ 不定期（月 2 回） 18:30~20:30 ○ 予約
みどり中央スポーツウェルネス吹矢クラブ 不定期（土曜日） 19:00~21:30 ○ ○

その他軽スポーツ ボッチャクラブ 不定期 ( 月 2 回金曜日） 13:00~16:00 ○ ○
子育て みどりダウン症サークル 不定期 10:00~14:00 ○ ○

外国語 アンニョンハセヨ 第 2･4 火曜日 13:30~16:00 ○ ○
上海クラブ 毎週金曜日　 19:30~22:00 ○ ○

手話 みどり市手話愛好会 毎週金曜日 13:00~16:00 ○ 予約

料理 あざみ手打そば同好会 隔週木曜日 第２木17:00～20:30/
第４木13:00～16:00 ○ ○

江戸流手打ちそば　青山学舎　 第 1･3 水曜日 13:00~16:00 ○ ○

パソコン
パソコン愛好会 第 1･2･3 の水曜日 14:00~17:00 ○ －
パソコン教室岩下会 毎週水曜日 12:30~15:30 ○ ○
ＰＣさくら 隔週木曜日（3 回） 13:00~16:00 予約 予約

囲碁 ･ 将棋
笠懸囲碁クラブ 毎週金 ･ 土曜日 12:45~15:45 ○ ○
将棋クラブ 毎週土曜日 ９:30~12:30 ○ ○
みどり市親子将棋教室友の会 隔週の土曜日 ･ 日曜日 13:30~16:30(土)/

９:30~12:30(日) ○ ○
生活技術 生活クラブ ･3 Ｒ 不定期 - － －
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久
々
に
サ
ー
ク
ル
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
「
フ
ラ
・
レ
イ
ラ
ニ
」
で
す
。

交
流
ホ
ー
ル
か
ら
流
れ
て
く
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
曲
に
誘
わ
れ
て

入
っ
て
み
る
と
、
会
員
の
方
た

ち
が
華
や
か
な
衣
装
に
レ
イ
を

首
に
か
け
、
し
な
や
か
に
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

　
基
礎
と
な
る
柔
軟
体
操
か
ら

始
ま
り
、
体
幹
を
鍛
え
ら
れ
る

の
で
、
歳
を
重
ね
て
も
健
康
維

持
と
ス
ト
レ
ス
解
消
に
う
っ
て

つ
け
と
の
こ
と
で
す
。
各
地
域

の
敬
老
行
事
や
年
一
度
の
イ
ベ

ン
ト「
フ
ラ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
桐
生
」

に
も
出
演
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
仲
間
が
い
て
毎
週
来
る
の
が

楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
明
る
く
て
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。
ぜ
ひ

見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？！

会
員
数　
７
人

活
動
日　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～

会
費　

２
０
０
０
円
／
月

講
師　
桑
原
秀
美
さ
ん

会
員
募
集
中
！！
（
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

お
じ
ゃ
ま
し
ま
～
す

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
ト
ラ
ン
プ
の
Ｊ
は

誰
の
こ
と
？
」

　
ト
ラ
ン
プ
の
13
は
キ
ン
グ
、

つ
ま
り
王
様
。
12
は
ク
イ
ー

ン
、
つ
ま
り
女
王
様
。
こ
こ

ま
で
は
誰
に
で
も
分
か
る
よ

う
だ
が
、
11
の
ジ
ャ
ッ
ク
は

誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ン
グ
、

ク
イ
ー
ン
と
来
た
か
ら
に
は
、

当
然
王
子
と
い
き
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
実
は
「
家
来
」
と

い
う
意
味
だ
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

デ
王
。

　
ク
イ
ー
ン
の
ハ
ー
ト
は
ユ

ダ
ヤ
の
女
戦
士
ジ
ュ
デ
ィ
ス
、

ク
ロ
ー
バ
ー
は
女
王
ア
ル
ジ

ー
ヌ
、
ダ
イ
ヤ
は
ヤ
コ
ブ
の

妻
ラ
ケ
ル
、
ス
ペ
ー
ド
は
知

恵
と
勇
気
の
女
神
ア
テ
ナ
。

　
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
と
い

う
と
、
ハ
ー
ト
が
英
雄
ラ
イ

ー
ル
ス
、
ク
ロ
ー
バ
ー
は
円

卓
の
騎
士
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
、

ダ
イ
ヤ
は
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ

ュ
の
家
来
ヘ
ク
タ
ー
、
ス
ペ

ー
ド
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
英
雄

ホ
グ
ラ
ー
だ
。

　
“
ジ
ャ
ッ
ク
”と
い
う
単
語
を

辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、
家
来
、

召
使
い
、
船
乗
り
、
労
働
者
な

ど
の
意
味
が
あ
る
と
出
て
い
る
。

ち
な
み
に
騎
手
を
意
味
す
る
ジ

ョ
ッ
キ
ー
と
い
う
単
語
も
、
こ

の
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
来
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ト
ラ
ン
プ
の
絵

札
に
は
モ
デ
ル
が
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
キ
ン
グ
の

ハ
ー
ト
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
国

王
の
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
、
ク

ロ
ー
バ
ー
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

大
王
、ダ
イ
ヤ
は
ジ
ュ
リ
ア
ス・

シ
ー
ザ
ー
、
ス
ペ
ー
ド
は
ダ
ビ

分野 サークル ･ グループ名 活動日 活動時間 見学 体験
その他趣味 笠懸マジック愛好会 第 3 金曜日 19:30~21:30 ○ ○

写経に親しむ会 第 1 水曜日 ９:30~12:30 ○ 予約
ボーイスカウト・
ガールスカウト

ガールスカウト群馬県第 57 団 不定期 平日は夜､土は
17:00～､日は昼間 予約 予約

ボーイスカウト桐生 17 団 不定期（日曜日） ９:00~12:00 ○ ○

その他学習活動

Web タイムス笠懸 隔週火曜日 19:30~21:30 ○ 予約
憲法を学ぶ会 不定期 - ○ ○

（公財）野村生涯教育センター　群馬支部 不定期 - 予約 ○
みどりふれあいサポーター連絡会 不定期 ９:30~12:30 ○ －
無料生活法律相談 第 1 火曜日 17:45~19:30 － －

社会教育
みどり市笠懸地域文化協会 不定期 19:00~21:00 － －
笠懸町婦人会 不定期 - ○ ○
笠懸町子ども会育成会連合会 不定期 19:30~21:00 ○ －

社会体育
FC 笠懸 84 不定期 ９:00~12:00 ○ ○
笠老連グラウンド ･ ゴルフ部 不定期 13:30~15:00 ○ 予約
みどり市グラウンドゴルフ協会 不定期 13:30~16:30 ○ ○

その他団体活動

笠懸町花の会　 不定期 - ○ ○
笠懸地区老人クラブ連合会 第 3 木曜日 13:00~15:00 ○ ○
笠懸わかば会 不定期 - ○ ○
みどり市身障連 不定期 不定期 ○ ○
みどり地区更生保護女性会 ･ 笠懸支部 不定期 10:00~ 予約 予約

▲フラ・レイラニ
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正
常
性
バ
イ
ア
ス

　
人
は
予
期
し
な
い
出
来
事

が
起
こ
っ
た
時
、
本
来
で
あ

れ
ば
「
危
険
な
状
態
」
と
判

断
す
べ
き
事
象
を
「
自
分
は

大
丈
夫
」「
あ
り
え
な
い
」

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
脳
の
働
き
を

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
は
人
間
の
脳
の

防
御
作
用
で
、
心
の
ス
ト
レ
ス

を
回
避
す
る
た
め
の
正
常
な
機

能
で
す
。
し
か
し
災
害
時
な
ど

の
非
常
時
に
こ
の
防
御
作
用
が

働
い
て
し
ま
う
と
危
険
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
分
が
い
る
建
物

内
で
火
災
報
知
機
が
鳴
っ
た

場
合
「
き
っ
と
故
障
だ
ろ
う
」

「
訓
練
だ
ろ
う
」と
都
合
の
い
い

解
釈
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

人
は
経
験
し
た
以
上
の
事
を

想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
て

も
実
際
に
避
難
す
る
人
は
ご

く
少
数
で
す
。
こ
の
よ
う
な

際
に
有
効
な
の
は
、
日
頃
か

ら
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
、

考
え
続
け
る
訓
練
を
す
る
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
こ
の
よ
う

な
心
理
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
、
防
災
、
減
災
の
意
識
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
岩
宿
の
里
米
っ
こ
ク
ラ
ブ
で

は
、
４
月
の
種
ま
き
か
ら
一
カ

月
、
５
月
28
日
㈯
に
立
派
に
成

長
し
た
古
代
米
の
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
水

を
張
っ
た
田
ん
ぼ
は
光
を
反
射

し
て
輝
き
、
参
加
し
た
親
子
は

水
田
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら

横
一
列
に
並
ん
で
き
れ
い
に
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。
ぬ
か
る

み
に
足
を
取
ら
れ
て
尻
も
ち
を

つ
く
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
田
植
え
の
後
は
「
お
早さ

苗な

饗ぶ
り

（
※
）」
と
言
う
田
植
え
の
終
了

を
祝
う
行
事
を
行
い
、
古
代
料

理
研
究
会
の
人
た
ち
の
作
っ
た

お
弁
当
を
い
た
だ
い
て
終
了
し

ま
し
た
。
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は

古
代
米
の
赤
飯
、
天
ぷ
ら
う
ど

ん
、
タ
ケ
ノ
コ
と
鶏
肉
の
煮
物
、

お
か
ら
、
切
り
干
し
大
根
、
き

ん
ぴ
ら
、
大
根
と
き
ゅ
う
り
の

酢
の
物
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
で
し
た
。

※
お
早
苗
饗　
豊
作
祈
願
の
神

事
、
田
植
え
を
終
え
て
の
慰
労

会
。

▲田植えの様子

▲お早苗饗

岩
宿
の
里
米
っ
こ
ク
ラ
ブ

第
２
回
　
古
代
米
の
田
植
え

市
民
講
座テ

ー
マ
決
ま
る

　
第
３
回
市
民
講
座
運
営
委
員

会
が
６
月
２
日
㈭
に
開
催
さ
れ
、

本
年
度
の
市
民
講
座
の
大
枠
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
講
座
は
全
５
回
で
、
テ
ー
マ

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぼ
う
」
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、

こ
の
テ
ー
マ
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
第
１
講
の
講
師
は
ア
ン
カ
ン

ミ
ン
カ
ン
の
富
所
さ
ん
で
、
10

月
６
日
㈭
の
予
定
で
す
。

　

第
２
講
以
降
に
つ
い
て
は
、

講
師
と
調
整
中
で
す
。

　
ま
た
笠
懸
地
域
文
化
祭
の
展

示
部
門
に
初
め
て
参
加
し
ま
す
。

今
ま
で
の
取
り
組
み
等
を
紹
介

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
笠
懸
公

民
館
利
用
者
の
会
で
は
６
月
の

公
民
館
大
掃
除
を
中
止
し
ま
し

た
が
、
和
室
の
障
子
が
破
れ
て

い
る
た
め
、
障
子
の
張
り
替
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
㈰
に
は
、
利
用
者

の
会
理
事
が
障
子
の
木
枠
か
ら

古
び
た
障
子
紙
を
は
が
し
ま
し

た
。
障
子
の
枠
は
長
年
使
用
し

て
い
る
た
め
か
、
木
材
が
さ
さ

く
れ
だ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後

日
、
サ
ン
ダ
ー
を
か
け
て
木
枠

の
表
面
を
滑
ら
か
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
翌
週
の
６
月
12
日
㈰
に
は
障

子
の
張
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

笠
懸
町
婦
人
会
と
利
用
者
の
会

の
理
事
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
真
新
し
い
き
れ
い
な
障
子

に
な
り
ま
し
た
。

障
子
の
張
り
替
え

　
６
月
の
大
掃
除
中
止
で

▲協力して作業を行いました

防
災
を
考
え
る
⑲
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開
帳
を
し
て
い
て
秘
仏
を
拝
観

で
き
ま
す
。

　
上
田
市
と
千
曲
市
が
新
た
に

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
長
野

県
の
日
本
遺
産
は
４
件
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
認
定

さ
れ
た
お
寺
と
神
社
に
「
日
本

遺
産
」
の
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て

い
て
、
御
朱
印
も
日
本
遺
産
の

マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
特
別
な

も
の
が
頂
け
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

投　

稿

お詫びと訂正
　４月号（第 176 号）の「新聞づくり研修会」の講師の氏名及び
５月号（第 177 号）の「四季の会５月句会」の 25 句目の作者の
氏名が誤っていました。お詫びして訂正いたします。

４月号３頁 （正）　髙橋　洋成　５月号８頁 （正）　小林　狐一
　　　　　 （誤）　髙橋　洋茂　　　 　　　（誤）　小川　狐一

▲�（右から）善光寺（通常分）と北
向観音の御朱印

▲善光寺御開帳御朱印

音
」
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
善

光
寺
で
は
本
堂
内
陣
・
お
戒
壇

巡
り
を
参
拝
・
拝
観
す
る
の
に

１
時
間
半
程
並
び
ま
し
た
。
ご

本
尊
が
置
か
れ
た
瑠
璃
壇
の
床

下
を
歩
き
ま
す
が
、
完
全
に
光

が
遮
断
さ
れ
た
廊
下
を
進
み
、

「
極
楽
の
錠
前
」
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
極
楽
浄
土
は

約
束
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
そ
の
錠
前
を
何
回
も

左
右
に
動
か
し
ま
し
た
。
御
朱

印
は
全
部
で
22
個
頂
け
る
そ
う

で
す
が
、
そ
の
日
は
９
個
の
御

朱
印
を
頂
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、

北
向
観
音
へ
参
拝
し
た
か
と
い

う
と
、
善
光
寺
と
セ
ッ
ト
で
参

拝
し
な
い
と
片
参
り
に
な
っ
て

し
ま
う
と
地
元
の
人
か
ら
伺
っ

た
か
ら
で
す
。
北
向
観
音
に
は

「
愛
染
か
つ
ら
」
と
い
う
樹
が

あ
り
そ
の
昔
、
映
画
の
タ
イ
ト

ル
に
な
っ
た
樹
木
で
有
名
で
す
。

　
５
月
６
日
㈮
に
千
曲
市
に
あ

る
「
善
光
寺
大
本
願
別
院
観
音

寺
」
と
「
長
楽
寺
」
へ
行
き
ま

し
た
。
こ
の
２
寺
も
御
本
尊
御

　
第
２
回
笠
懸
地
域
文
化
祭
企

画
広
報
部
会
が
５
月
19
日
㈭
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
文
化
祭
は
例
年
ど
お

り
10
月
の
第
３
土
日
の
15
日
・

16
日
に
開
催
予
定
で
す
。

　
文
化
祭
企
画
広
報
部
会
で
は
、

文
化
祭
の
開
催
に
向
け
、
開
催

方
法
や
基
本
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
実
行
委
員
会

が
開
催
で
き
な
い
期
間
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
感
染
者
が
増
え

会
議
が
で
き
な
い
場
合
の
対
応

や
、
文
化
祭
の
開
催
判
断
な
ど

に
つ
い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。

企
画
広
報
部
会
で
素
案
を
検
討

し
、
６
月
30
日
に
開
催
す
る
第

１
回
実
行
委
員
会
で
開
催
方
法

等
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
協
議
を
重
ね
、

決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
募

集
中
の
文
化
祭
参
加
団
体
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
、
会
議
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

善
光
寺
御
開
帳

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
７
年
に
一
度
の
盛
儀
「
善
光

寺
御
開
帳
」
が
４
月
３
日
㈰
か

ら
６
月
29
日
㈬
ま
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
御
開
帳
は
絶
対
秘

仏
で
あ
る
御
本
尊
の
御
身
代
わ

り
「
前
立
本
尊
」
を
本
堂
に
お

迎
え
す
る
行
事
で
す
。

　

５
月
２
日
㈪
に
「
善
光
寺
」

と
別
所
温
泉
に
あ
る
「
北
向
観

文
化
祭
に
向
け
検
討

企
画
広
報
部
会

 募金受付中 ! 
ウクライナからの
避難者支援にご協力を

笠懸公民館利用者の会では、
みどり市内に避難している
ウクライナ人の方々を支援
するため、募金を受け付け
ています。
ご協力いただける方は、笠
懸公民館事務室内の募金箱
へお願いします。

みどり市笠懸公民館利用者の会
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駅
は
「
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ

美
術
館
」
の
最
寄
り
駅
で
、
何

組
か
の
親
子
づ
れ
が
下
車
し
ま

し
た
。
黒
沢
駅
か
ら
列
車
は
右

に
鳥
海
山
を
見
て
田
園
地
帯
を

走
り
ま
す
。
鳥
海
山
を
バ
ッ
ク

に
し
た
写
真
撮
影
に
好
適
地
な

の
で
し
ょ
う
、
多
く
の
カ
メ
ラ

マ
ン
が
沿
線
に
い
ま
し
た
。
前

郷
駅
は
唯
一
列
車
交
換
の
で
き

る
駅
で
、
駅
員
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
列
車
の
運
転
の
安
全

を
保
障
す
る
も
の
）
の
授
受
が

見
ら
れ
、
川
辺
～
矢
島
間
に
は

唯
一
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
終
点
の
矢
島
駅
は
本
社
や

車
両
基
地
が
あ
り
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
矢
島

駅
の
名
物
売
店
の
ま
つ
子
さ
ん

の
お
も
て
な
し
は
旅
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
矢

島
駅
発
９
時
40
分
の
羽
後
本
荘

行
き
の
「
ま
ご
こ
ろ
列
車
」
に

は
、
絣
の
着
物
を
き
た
「
秋
田

お
ば
こ(

※)

」
姿
の
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
が
乗
車
し
、
お
客
さ
ん
の

乗
車
の
お
手
伝
い
や
沿
線
案
内

や
グ
ッ
ズ
販
売
等
を
し
て
い
ま

し
た
。
車
両
は
鳥
海
お
も
ち
ゃ

列
車
「
な
か
よ
し
こ
よ
し
」
の

愛
称
を
持
ち
、
車
内
は
木
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
遊
び
心
満
載

で
し
た
。
生
活
路
線
で
あ
り
な

が
ら
観
光
に
も
力
を
注
い
で
い

る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

運
賃
は
羽
後
本
荘
～
矢
島　

片
道
６
１
０
円

１
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ　

１
１
０
０
円(

土
日
祝
祭
日)

※ 

秋
田
お
ば
こ　
秋
田
で
育
っ

た
20
歳
前
後
の
若
い
娘
さ
ん

テ
ク
テ
ク
お
城
歩
き
�

村
上
城
　
　
　
歩
遊
人

　
新
潟
県
下
越
地
方
に
あ
る
村

上
城
は
続
日
本
１
０
０
名
城
の

一
つ
で
す
。
資
料
に
よ
れ
ば

室
町
時
代
こ
の
地
を
支
配
し

て
い
た
本
庄
氏
の
居
城
で
す
。

１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
、
本

庄
氏
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
改

易
さ
れ
、
上
杉
氏
の
家
臣
直
江

兼
続
の
実
弟
大
国
実
頼
の
支
配

下
と
な
り
ま
す
。１
５
９
８（
慶

長
３)

年
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に

よ
り
上
杉
氏
は
国
替
え
と
な
り
、

代
わ
っ
て
村
上
頼
勝
が
入
封
し

近
世
城
郭
に
着
手
し
た
と
い
い

ま
す
。
城
は
山
上
部
と
山
麓
部

に
分
か
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は

山
麓
部
に
御
殿
と
政
庁
機
能
が

置
か
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
北
日

本
に
は
珍
し
い
総
石
垣
づ
く
り

で
、
標
高
１
３
５
ｍ
の
臥
牛
山

山
頂
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
石

垣
の
み
が
残
り
ま
す
が
、
私
の

足
で
天
守
跡
ま
で
四
ツ
御
門
跡

(

十
字
路
と
な
っ
て
い
る)

の

石
垣
を
見
て
約
20
分
の
道
の
り
。

山
頂
の
天
守
跡
か
ら
日
本
海
が

望
め
ま
す
。

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
五
月
例
会
よ
り

夜
半
に
吹
く
風
に
目
覚
め
て
読
書
す
る
睡
魔
こ
ぬ
ま
ま
朝
を
迎
へ
し
　
　
　
　
　
上
村
　
征
子

部
屋
毎
に
可
愛
い
ド
ロ
ー
ン
顔
を
出
す
帰
省
せ
し
息
の
巧
み
な
操
作
で
　
　
　
　
久
保
田
茂
子

蝶
一
羽
西
洋
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
蜜
を
吸
ふ
そ
の
偶
然
に
暫
し
見
つ
む
る
　
　
　
　
　
近
藤
ふ
さ
子

「
大
戦
果
」
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
今
に
知
る
た
だ
恐
ろ
し
と
米
機
を
見
し
が
　
　
関
口
　
定
夫

お
と
う
と
が
緊
急
入
院
あ
た
ふ
た
と
家
を
飛
び
出
す
夕
餉
な
か
ば
を
　
　
　
　
　
平
山
　
　
勇

▲まごころ列車の車内

▲由利高原鉄道

▲天守跡から日本海を望む

列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
由
利
高
原
鉄
道

野
利
　
哲

　
由
利
高
原
鉄
道
「
鳥
海
山
ろ

く
線
」
は
秋
田
県
由
利
本
荘
市

の
羽
後
本
荘
駅
か
ら
鳥
海
山
麓

を
走
り
、
終
点
の
矢
島
駅
ま
で

の
23
㎞
の
路
線
で
す
。
元
は
国

鉄
矢
島
線
と
い
い
赤
字
路
線

で
廃
止
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
中
、
１
９
８
５(

昭
和
60)

年
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
発
足

し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
JR
が
発
足
し
た
の
は

１
９
８
７(

昭
和
62)

年
４
月
１

日
で
す
。
羽
後
本
荘
駅
を
出
る

と
、
列
車
は
薬
師
堂
駅
ま
で
羽

越
本
線
と
並
走
し
ま
す
。
鮎
川



（8）笠懸公民館だより

ち
ょ
っ
と
一
息

　
鉄
道
が
好
き
で
年
に
数
回
旅

に
出
る
。
行
先
は
地
方
の
中
小

私
鉄
だ
。
つ
い
最
近
、
山
形
鉄

道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
乗
っ
て

き
た
。
国
鉄
時
代
赤
字
路
線
と

し
て
廃
止
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
た
が
、
国
や
自
治
体
が
出
資

し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　
み
ど
り
市
に
目
を
向
け
れ
ば

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐡
道
や
上
毛
電

鉄
が
鉄
路
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
廃

止
路
線
を
見
て
き
た
が
、
そ
の

沿
線
の
衰
退
ぶ
り
に
胸
が
痛
む
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
市
民
は

年
に
一
度
は
利
用
し
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
沿
線
人
口
の
多
い
都

市
部
の
市
内
電
車
の
よ
う
に
は

い
か
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が

な
も
の
だ
ろ
う
。

　
空
気
を
友
と
し
車
窓
か
ら
移

り
変
わ
る
光
景
に
非
日
常
の
至

福
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

を
お
奨
め
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
、
鉄
路
の
存
続
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

　
ち
な
み
に
、
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐡
道
、
上
毛
電
鉄
の
旅
に
は
一

日
乗
り
降
り
自
由
の
フ
リ
ー
キ

ッ
プ
が
便
利
で
す
。　
　
（
余
）

油
照
り
ネ
ジ
の
外
れ
た
譜
面
台
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
千
鶴

湘
南
を
ヨ
ッ
ト
で
巡
る
一
日
か
な
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
風
花

蛍
舞
ふ
生
家
を
守
る
兄
と
猫
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
良
俊

夏
帽
を
目
深
に
被
り
駆
け
来
る
児
　
　
　
　
　
　
松
島
　
陽
春

緑
陰
や
住
め
ば
都
と
夫
の
言
ふ
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
秋
桜

ゆ
く
り
な
く
旧
友
と
会
ふ
夏
館
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
美
香

肉
じ
ゃ
が
を
た
っ
ぷ
り
作
る
娘
の
土
産
　
　
　
　
髙
野
　
春
蝶

夫
の
刈
る
草
の
匂
ひ
や
日
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
友
美

会
へ
ぬ
ま
ま
訃
報
の
き
た
る
木
下
闇
　
　
　
　
　
中
谷
　
邦
女

海
開
き
孫
の
見
張
り
を
任
さ
る
る
　
　
　
　
　
　
金
井
　
英
麿

は
ね
だ
し
の
新
ジ
ャ
ガ
煮
付
け
夫
を
待
つ
　
　
　
髙
野
　
光
詢

山
椒
の
実
妻
の
炊
き
込
む
飯
の
味
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
佳
酔

十
薬
の
増
ゆ
る
屋
敷
や
花
の
頃
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
剣
邦

膝
に
乗
る
震
へ
る
愛
犬
雷
の
音
　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
紫
蘭

麦
秋
の
故
郷
恋
し
母
恋
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
　
　
鳥
海

野
あ
や
め
を
供
へ
る
墓
に
猫
と
を
り
　
　
　
　
　
糸
井
　
梅
光

鉄
線
花
つ
る
を
這
わ
せ
る
板
の
塀
　
　
　
　
　
　
横
倉
　
　
雅

下
野
の
花
に
癒
さ
る
母
の
笑
み
　
　
　
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

紫
陽
花
の
咲
き
だ
す
寺
へ
妹
を
連
れ
　
　
　
　
　
新
羅
　
光
海

朴
の
花
落
つ
る
ひ
と
ひ
ら
野
立
席
　
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮

人
力
の
車
夫
に
も
分
け
る
か
き
氷
　
　
　
　
　
　
冠
　
　
二
郎

夏
鶯
の
山
に
戻
り
て
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
　
　
　
　
　
徳
田
　
夕
子

白
玉
を
子
ら
の
土
産
に
買
ふ
出
店
　
　
　
　
　
　
村
田
　
紅
蘭

孫
を
待
つ
孫
の
幸
せ
茄
子
の
花
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
初
音

夏
座
布
を
抱
へ
る
妻
の
よ
ろ
け
を
り
　
　
　
　
　
小
林
　
狐
一

麦
藁
の
ス
ト
ロ
ー
懐
か
し
昭
和
人
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
和
義

痛
む
足
引
き
ず
り
な
が
ら
新
茶
酌
む
　
　
　
　
　
小
林
　
華
笑

子
育
て
を
思
ひ
出
さ
れ
る
夏
燕
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
光
順

か
た
つ
む
り
這
ひ
出
す
孫
の
ポ
ッ
ケ
か
な
　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

隠
居
所
の
窓
辺
に
遊
ぶ
青
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
由
希
子

河
鹿
鳴
く
足
尾
の
里
の
寺
に
居
り
　
　
　
　
　
　
村
田
　
小
町

九
十
路
の
母
の
土
産
に
買
ふ
風
鈴
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
勘
大

葦
戸
立
て
茶
室
の
所
作
の
小
鉤
か
な
　
　
　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会
六
月
句
会

    令和４年度 みどり市笠懸地域　　　

■時間 各講座13時30分～15時（視察研修は除く）

■会場 グンエイホールＰＡＬ （笠懸野文化ホール）

■対象 60歳以上の市内在住・在勤者で、

継続的に受講する意思のある方

■参加費 無料（ただし、視察研修は参加者負担）

■申込み 笠懸地区老人クラブ（笠老連）会員

　⇒老人クラブ各区代表会長さんへ

上記以外

 　⇒みどり市笠懸公民館へ（受付９時～17時）

■お願い マスク着用、来館前の検温、手指消毒

人の間隔を1～2m以上あける

37.5度、平熱＋1度以上の発熱や、

体調が悪いときは参加しない

※新型コロナウイルスの感染状況により

　変更または中止となることもあります。
7

12月20日
(火)

 星野富弘さんの詩やエッセイの朗読
 富弘美術館　担当職員

5
11月4日

(金)
 バスに乗って視察研修に行きます。
 詳細は後ほどお知らせします。

6
11月17日

(木)
 健康寿命延伸について
 群馬県長寿社会づくり推進課 健康増進係 担当職員

3
8月30日

(火)
 脳若マスター！ 脳の若返りにチャレンジ
 ㈱GCCスタッフ 脳若マスター 林 千秋 氏

4
10月25日

(火)

 落語（演目：末後の酒）
 群馬大学健康支援総合センター 教授
  竹内 一夫（都家前橋）氏

1
8月12日

(金)
 岡登用水と銅街道　～今日の笠懸の礎について～
 元岩宿博物館 学芸員  國井 洋子 氏

2
8月17日

(水)
 笑いで地域に恩返し
 お笑い芸人 アンカンミンカン 富所 哲平 氏

高齢者大学 受講生募集
講 開催日 講座概要 申申込込期期限限 77月月1199日日((火火))

みどモス


